立教大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　２００５年１２月１３日

「障害者の権利」について
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■はじめに

リソースセンター　いなっふ　　
http://www.eft.gr.jp/
心のバリアフリー市民会議

http://www.eft.gr.jp/kaigi/

サポート研


http://www.eft.gr.jp/support-k/

■「福祉の権利」とは？

フォーマルな権利とインフォーマルな権利・・・では、「人権」は？

憲法――障害者基本法――
身体障害者福祉法・知的障害者福祉法・精神保健福祉法・児童福祉法

（理念法・内閣府）

　　　　　　（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じってい),実体)法・厚生労働省）

反射的利益⇔「要求しうる権利」


※障害者自立支援法では？


※介護保険制度では？
「被保険者の権利」と受給基準(eligibility)
受給基準(eligibility)＝客観的な指標に基づき第三者が判断しうるもの


※それは必ずしも必要(needs)とは一致しない

ケイパビリティ・アプローチ(Sen1985邦訳1988)

…人が成就しうること――彼／彼女が行いうること、なりうること」としての機能（functionings）は、それを実現するために用いる財とは区別されなくてはならならず、加えて、「人の福祉とは人の機能の指標に他ならない」が、その人の実際の機能の実現は、「彼／彼女が達成しうる機能のさまざまな組み合わせ」であり、このようなケイパビリティ(capability)こそが、人の福祉の判断に際する評価の適切な対象である。

積極的選別主義が内在する「選別基準の絶対化」や「判定者の主観の優位」の問題

⇔　折衝（negotiation）…「交渉」

ふたつの「権利」・・権原(entitlement)と人権(human right)

　
ex. 「ベニスの商人」

■「権利擁護」とは？

アドボカシー（≒権利擁護）

定義（北野誠一）

①侵害されている、あるいは諦めさせられている本人の権利がどのようなものであるかを明確にすることを支援する

　　　　②その明確にされた権利の救済や権利の形成・獲得を支援する

③それらの権利にまつわる問題を自ら解決する力や解決に必要な様々な支援を活用する力を高めることを支援する

　　※アドボカシーは、本人をエンパワメントし、必ずしも明確なものとなっていない権利（権利侵害）も問うところからはじまる。
ケースアドボカシーとシステムアドボカシー

　　・ケースアドボカシー（権利救済アドボカシー）

　　　　「その権利を規定する法が存在し、その法の現在の運用や解釈等を活用することによって、その権利を一定擁護することが可能である場合に行なうアドボカシー活動」（北野）

　　・システムアドボカシー（権利形成・獲得アドボカシー）


「その権利を規定する法が未整備あるいは不充分で、現行法及びその現在の運用や解釈では権利を

擁護することが困難な場合に行なうアドボカシー活動」（ibid.）
　　　※個別のアドボカシーは、権利の根拠（法／制度）を作るための運動と対になったものである。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じっていてき),実体的)権利保障と手続的権利保障

・実体的権利保障・・法的根拠

法律（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じっていほう),実体法)）上の権利保障　憲法・民法・社会福祉法⇔「プログラム規定説」・「反射的利益」

・手続的権利保障・・現実的な対応（秋元,Bynoe）

福祉サービスの権利は、権利内容の強行可能性を伴った権利として成立しにくい


　　A)受給資格の問題（要保障性の有無及び程度））


　　B)サービス内容の問題（提供されるサービスに係る要保障性）⇒苦情解決・第三者評価

　　※「苦情解決」は、手続的権利保障の仕組みであり、それゆえの有効性と限界がある。

■障害者権利運動

「福祉以外の権利」とは？

福祉サービス「以外の」領域の問題
…所得保障、就労保障、バリアフリー等

社会権「以外の」権利 …自由権・平等権
権利アプローチの重要性

１９８１年　DPI（Disabled Peoples' International）誕生　…「完全参加と平等」
DPIの目的
・すべての障害者の機会均等と障害者組織の発展と支援による権利の獲得
機会均等とは物理的障壁、住宅・交通、社会的援助・保健サービス、教育や労働の機会、スポーツやレクリエーションの施設を含めた文化・社会生活といった社会の全体的機構をすべての人が利用できるようにしていくプロセスを意味します。これは社会中でいかなる障壁も感じないで生きていくことだと私たちは信じます。

・「恩恵」より「権利」、「保護」より「自立」
DPIの規約前文では、「社会のすべての体系が障害のある人に開放されなければならない」とあります。「障害者福祉」という言葉があるように、障害者の問題は常に恩恵的な「福祉」の視点から語られてきました。
確かに福祉も社会を作っていく上で大事な要素です。しかし、障害者への福祉は時として一方的な保護を招いてきました。施設に隔離されてひどい生活を強いられても、「福祉」という名前が付くだけで社会が認めてきてしまった歴史があります。
地域に生活しても、たとえば「車いす専用のエレベーター」のように、障害者を取り巻く多くの社会資源が「福祉サービス」として提供されています。そして「福祉には金がかかりすぎる」と言われ続けています。こうした社会では、「障害者の意志」「障害者の権利」といったものは全く尊重されていません。
人の一生は福祉だけでは作られない、自らの権利を獲得しなくてはいけない、という当たり前のことを自らの声として主張してきたのがDPIという組織です。こうした声を受けて、国連では93年に「障害者の機会均等化に関する基準規則」を策定しました。ここでは、「福祉分野」としてではなくて、権利の問題として障害者問題全般を取り上げています。たとえば、アクセシビリティ、教育、家庭生活、就労などの分野が含まれています。
障害者の機会均等化に関する基準規則（９３年国連）


…「福祉分野」としてではなくて、権利の問題として障害者問題全般を取り上げている

障害者差別禁止法

刑法・憲法・民法・社会福祉法

※ADA（Americans with Disabilities Act of 1990）は、社会福祉法ではなく、公民権法（民法）

■合理的配慮

合理的配慮(reasonable accommodation)　…あるいは「適切な配慮」

平等の三つの形



①　形式的あるいは法適用上の平等

…実効性の問題



②　結果の平等



…自由権との関係



③　機会均等あるいは構造的平等

…合理的配慮


機会均等あるいは構造的平等　＝機会の平等＋合理的配慮

合理的配慮の例…「公共性のある施設における差別の禁止」（齊藤明子訳「アメリカ障害者法」現代書館）
（a）一般規定

いかなる個人も、公共性のある施設において商品、サービス、施設、特権、特典、宿泊を十分かつ平等に享受するにあたって、所有者、賃貸者（あるいは賃借者）または施設の管理者によって障害ゆえに差別されてはならない。

（b）解釈

（二）特定の禁止事項

（ⅱ）障害をもつ人が、補助具やサービスがないために、排除されたり、サービスを拒否されたり、隔離されたり他の人と別の扱いを受けたりしないために必要な手段をとらないことは、事業体がそのような手段は提供している商品、サービス、施設、特権、特典、宿泊の性質を根本的に変えてしまう、あるいは不当な重荷となることを証明しない限り差別である。　　

「障害者権利条約、合理的配慮の水準焦点」…（２００５年４月１１日　福祉新聞）
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